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日本学術会議だより Ko.lO 

第14期最初の総会開催される

昭和63年 8月 日本学術会議広報委員会
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日本学術会議の第14lUIが i) 122日から発足し. i J12511-2iflClJ3 IIli11. tt1141日11tHりの総会がliflfilιされましたので.

その総会予についてお知らせします。

'一日，r_..'_一一一一 回巴.r_."戸.".，.，，_.，，_.，.町 M 戸，，，，..'-一一一._..._. .'_. ，._. ，，--..一 r_."_' .._..ー.'_..-一一一，_.，._. .._. ，，-， .，-一一一._."ー，，_.，，_.戸_.，._.

日本学術会議第105回総会報告

7月22日の第14期の発足にi半L¥ 同日付けで内!期総.fll¥大

臣による H本学術会談会員の発令ヵ、行われた f昨令の交付

式は.総会 H佳の関係で 7月25日に挙行i。第14JUIの会i'i
は.選出制度が学術研究凶体を基礎とする推薦ん・式に'B::h
ゥて後. 21ul目の会員である。この第14期会員による最初

の総会である.第1051nl総会が i月25.26. '!.i 11の 311 

問.本会議講堂で開催された。

第 1U H (25 1I ) 0 '1前'1'の新会員への静令交付;-¥に討しい

て. 13時に総会が開会さiL. 直ちに，会長及び111，iIiiU会長の

選挙が行われた。会員による瓦i墾の結果，会長には.第1:3

期の会長て"'，r)ウた近藤iUll;第 5音1;会員が再選された。また，

人文科学部門の副会長に(ム大石泰彦第 3部会員が. 1'1然

科学部門の副会長には度注f長第 4青1;会員がそれぞれ選.-1¥

された。選挙終了後.近藤会長から.下一生懸命fiJめゐ勺も

りなので，会員の方々の御協力をよろ Lく11厚郎、 Lたい。

との就任のあいさつがあり，また，大石度注1II，jbilJj， Iとか
らもそれぞれ就任のあいきつがあうた。

総会終了後，直ちに.九日li会が開催されキ 1~1;:;j f~.t Hで

ある音1;長.品IJtfI;I受，幹事の選:Hが行われた。 f第U!tりの役Il

については，別掲を参!!日)。

第 2日1'1(26EI)0 1011寺に総会が開会きi.L. 始めに.沿線

会長が，第13JlJIの会長という資絡で第13則の総j，r;(J()な;'，filliiJ
報告を1i勺た後. 311聞を絞り返り特に印象の深いものと

して.脳死問題に関する討議.ICSU総会招致:こi時1;皇するi'I
学信の自由交流問題.学術会議の子算等について.その"'1
感を述べた。続いて.会員十世薦管王里会報;号として. フ、 fl~'だ

五委員長の!~珂t~ ~て事務総長が.第14期会 H71ffi'l.均そ j:J~

定するまでの緑;邑報告・等を1jゥた。
引き続包会長から 3F1l]の総会で提案・得議する f'定

の「第14期;活動計画]委員会の設置について(1/1{;-せ策:Jに

関する f吋1;での事前討議について;jf;ぴに各常前委員公の委

員定数の決定に慕づく佐古1;での委員の選出にウいて.そI.L

ぞれ各音1;へ付託がなきれた。

総会終了後，直ちに各部会が開催きn，前j主の Ij!{i"士案

の討議及び各常置委員会:委員の選出等が行われた。

第 3日目 (27日)0 10時に総会が開会きれ，会長から前j主

の「第14JtJI活動計 jliJj委員会の試慣について{申合せ案、IJの

提案がjj・われた。このql合せ案J1. 第14期の活動に関する

基本的員h直lの立案を任務とする臨時の委員会を次の定例総

会までの問.設置するということを内容としている。この

提案!;，その構成等に関するお l二の討議の後，原案どおり

可決きれた。

総会終了Iえ l在九に各自1;会が開催さ1し設置が決定され

た第14l!JI治lIiiJilli副委員会委員の選tB等が行われた。

な1，j，この第141制活動計l由l委員会は，総会期間中に第 l

1i1]の会議を聞き，令会員を付象にした第14期の学術会議グ)

活動に関するア:.-"アートの'}f?(jjを決めるなど，早速その活

動を開始した c

第14期日本学術会議会員の辞令交付式
等について

第1051nl総会に光¥'/:九.第141tJlII本学j;J:j会議会員の辞令交

付式が 7月2511 '.11' 10時35分から，総理大臣官邸ホール

でjj-われた。昨令交付パ;二.まず.第 1部から第 7部まで

の会員の1¥?'，;'J'''1向た読N 卜ーげられた後，会員全員を代夫L
て辰{F-h れーである 111 本 l十ー労第 1 郎会員が竹下登内閣総:I!IU~

I~~の fUIJl.としての小;刈!~': cl'-JI現宵房長官から，活字令の火1・l
をそけた。その{丸小判長'(~ーから.第 14 JtJ I 会員に対する員Jl

?与を込めた l 句 ml総J~!.)、 I :~あいきつの代読があり.続いて，

山本IE'JJ会主{から，会員を f¥1之Lてl王l民の期待lこi合うよう

努力したい行のあいさつがあ~て.式;二終了 Lた。出席会

員二190人て'あうだ 3 な11.年¥14剣I!本学術会議会員の党令

:ふ事14卵!のiLfi!t月て¥ちる i112211 H:十であるが，総会Ilf;

との関係で.総会初 11の i112;) 11:こ的iJ交付式を行ゥたも
~.. -→ルー，
:/)、.")')'CJ 0 

26 LIには. 'r-伐のみm~会終了後， 18時から，小ぷ1I内llWf¥
房長'iri=.fmによる歓迎ノごーティーが本会議のホールで行わ

れた。ノl、日IJ 長 'I.~fのあいさつがあり.栴)'é l、て，脇村日本学土

院長の f~.f!P. としてのイ i 11'良Jllr'!:+院会員から祝辞があうた。

こI.Lに付し近藤会長によるユーモアに富んだ答礼のあいさ

つがあり，沢ffJ敏男 114:学術娠興会会長の乾杯の音頭でパ

ーティーが進められ，活発かつ友好的な歓談が行われた。
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第14期日本学術会議役員

会長 近藤次郎(第 5部・経営工学)

副会長(人文科学部門)大石泰彦(第 3部・経済政策)

副会長(自然科学部門)波法格(第 4部・生物科学)

〈各音11役員〉

第 1官11 古11 長黒田俊雄(歴史学)

副部長北川隆吉(社会学)

幹事一番ケ瀬康子，(社会学)

If 肥田野直(心理学)

第2llI1部長西原道雄(民事法学)

副部長川田 侃(政治学)

幹事経塚作太郎(国際関係法学)

If 山下健次(公法学)

第3部部長島袋嘉昌(経営学)

副部長大石嘉一郎(経済史)

幹事木村栄一(商学)

則武保夫(財政学・金融論)

第4官11 古11 長 中 嶋貞雄(物理科学)

副部長[11中高11三(化学)

幹事樋口敬二 ( 地 球 物 理 学 )

ユy本幸男(生物科学)

第5古11 部長 I吋村総吾(電子工学)

副部長高村仁一(金属工学)

幹事市川惇信(計l則・市1]御工学)

藤本盛久(建築さf:)

第6郎官11 長江川友治(農芸化学)

扇IJ部長 中川昭一郎(農業総合科学:)

幹事飯田 格(農学)

水間 豊(宙産学)

第 7 古11 背11 長ノJ，J)~替H忠(1"1科系科学)

MIJ部 長 水 越 IEi (外科系科'デ)

幹事伊藤正男(生理科学)

附田 晃(社会医学)

(tu カッコ I'~ は，所属音11 ・専門

「対外報告」について

本会議では，第13其JJになうてから，その意思の夫:1.¥の形

態の っとして.各部・委員会がその審議結果をとりまと

めたものを，総会又は運営審議会の承認を得て，外部にすと

すミする|羽t;ケJ(通称「対外報告」と言っている。)という

ものができるようになった。ただしこの対外報公ii. 11 
;f:ヴ:i'lij会議全体の息:思の表H¥て柿はなくて， ~~'I fi主対外報;tfを

とりまとめた部・委員会|浪りのもので、みる。

~ì13JYJには，数多くの対外ffH止の、総会又は運営審議会の
承認を得て:1¥されている。ここでは、すでに，この日本?

術会議だよりで紛介されているものを除いた対外報告の題

目のみを以 1;に紹介する。

-物.f'1!"j!:f，Jf究連絡委員会報告~A~~ハ v ロン語|雨lの推進に

ついて

-化学研究連絡委員会報告 企|五l的視野に¥'r:つ化学の新し

い研究体:~I]について

・~; 5常減委員会報告一公文書館専門職員義成休)!，I]の終備

にういて

.，立ft;医学研究連絡委員会報告一「医学教育の改善にl期す

る調資研究協力者会議最終まとめJについての意見

・第 4iI日報fii-一上級研究員制度(仮称)の新設について(法

礎科学振興・充実のための一方策，，/

第14期日本学術会議会員の概要につ
いて

この度任命された210人の第14期日本学術会議会員の概

要を以下に紹介する。(カッコ内は前期)

l 性別 男子 208人 (207人)

女子 2人( 3人)

2 年齢別

50-54歳 5人 55-59歳 39人
60-64歳 85人 65-69歳 67人
70-74歳 13人 75-79歳 1人

[最年長 76歳 ( 淵
最年少 51歳 (48歳)

平均年齢 63.1歳 (61.6歳)

3 勤務機関及び職名別

(1) 大学関係

国立大

公式大

和、立大

その

学 73人 (101人)

学 5人( 6人)

学 88人 (77人)

他 l人( 3人)

g!ー 167人 (187人)

(2) 国公f:!. JÏ. ~j\験研究機関・病院等

8人( 9人)

(3) その他

法人・ i調体関係 13人( 3人)

民間会社 7人( 3人)
金正 I1哉 15人( 8人)

35人(14人)

4 古ii・元.ffi~IJ 

~'J r-zh z 員 109人(41人)

Yじ d一f日h 上4 4人( 6人)
新 /ZJミ、 A 97人 (163人)

5 地方別(肘IU也)
北 日正 il'i: 3人( 5人)

東 ;!じ 6人( 6人)

関 }j( 132人 (134人)

古11 15人(12人)

:i!i: 畿 42人(40人)

'1' IJiI 114 !EI 4人( 6人)

九州| ;'/'絢 8人( 7人)

(注) 詳細については rt本学術会議月報7月号を参照

. ~再 5 -ffl~報公一:ドグ:系の大小における産・ T~f . ~1:の研究協
}Jの1，リ }jについて

. '1二命科学と!トー命i":下特別委民会報告一生命刊学の研究と

教育の推進んー荷主について

・情報学，学術文献情報.やi4iiテ タ情報研究連絡委員会

報告ー情報学振興総合機械の構想について(中間報告)

.商学研究連絡委員会報告一大学における商学教育の課題

と方向

・itt子・通信工学研究i主総委員会報告 通信工学の体系化

にli'lけて

お寄せください。

〒106 港区六本木 7-22-34
日本学術会議11:報委員会電話 03 (403) 6291 
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B本学術会議だより Ad.ll 

第14期活動計画決まる

昭和63年11月 日本学術会議広報委員会

ヨ健韓両替輯帽告~曜#骨e4曜#告重層骨~醤帽#骨~睡告書再再再告書#骨~曜骨~層帯-掛骨~睡#帽樟両軍帯骨封睡告書#帽-儒膚~睡告書帽告書fS

日本学術会議は.このたび開催した第 106回総会において，第14期活動計画と新しい特別委員会の設置を決定しました

ので，その概要をお知らせいたします。

録静晶旬静静世帯静韓合員向暗静静世帯骨向掛骨卸静世帯世帯世帯世帯脅か静静静静世帯世帯晶向睡告会世帯世帯世帯世帯晶持母静霜持母書多様

日本学術会議第106回総会報告

日本学術会議第 106[副総会(第14則・第2[Ii[)は， lOJl 

19-21日の3日間開催されたc

今回の総会の主な任務は.第14期n本学術会議の活動の

指針となる第14J!1[活動計画を審議L、決定することであっ

た。そのために第14期活動計嗣(申合せ)J と「臨時

(特別)委員会の設置について(中合せ)Jの2つの総会

提案が用意された。

この2つの提案の内容は，前倒の臨時総会(本年7月)

で設寵された第14期活動計画委員会が.慎重に審議を重ね

て作成したものであり.またその聞に 2[1I[の連合部会及ひ'

各部会を聞いて各会nの意見を聴取の L調態したもので

ある。

この2つの提案については，第 1[J Flの午前中の総会で.

近藤会長から，提案説明が行われるとともに.同[1の午後

の各部会で審議が行われた。

次いで，この 2つの提案は，第2[1日の午前中の総会の

審議に付され.最終的推磁を期す質疑の後.採決が行われ.

いずれも圧倒的多数の賛成で可決された(第14期活動計倒

及び設置された 7特別委員会の名称、は別指参照)。

この総会決定により.新たに設置された 7特別委員会に

ついては.第2EI日の午後に開催された各部会で.各部ご

とに割り当てられた委員定数により.委nの選出が行われ

た。

次いで， ~担第 3 H I二lの午前中には.手事特日IJ安員会の第 1
l司日の会議が聞かれ，それぞれ委員長・幹事の選出が行わ

れるとともに，今後の審議予定等について審議がなされる

など，早・逮そのi舌t1Jが開始された。

第2日目の午後には， 1 n年から 2時間半にわたって「総

会中の自由討議」が行われた。これは.会員のための一種

の勉強会で，総会行事の一環として行われてきたものであ

る。今回は，第14問活動計画案を審議する過程で.会員聞

で符に討議が活発に行われ，関心が高かった課題を取り上

げて行われた。まず，島袋寄目第3部会員(経営学)から

「学術的・総合研究」について意見の発表の後，関連Lて，

石井吉徒、第5部会員(資源開発工学)から発言があり.続

いて，弁口潔第7部会員(外科系科学)から「人聞の科学」

について.， Jl IIII 1lil第 2 部会!1(政治学)から「紛争学・ 'I~拘l

学」について，中川昭一郎第6部会員(農業総合科学)か

ら「農業・農村問題」について，大島康行第4部会員(生

物科学)から rrGBP(地球圏一生物園国際協同研究計画)J

について，それぞれ意見の発表が行われた。

第 14期 活 動 計 画

我が国の科学・技術は戦後目覚しい発展をとげ，経済の

高度成長とともに.国民生活の向上に多大の貢献を Lてき

た。 Lかしながら，近年世界的規模での経済・社会環境や

地球生態系の激しい変化を背景に.科学・技術の在り方に

様々な問題が生じている。その中には.科学・技術と人間

との係わり方の恨源を聞い直すようなものや，学問諸分野

の再編成を求めるものも含まれている。また.国際社会に

むける我が園の地位の向上も加わって.学術の面での我が

国の貢献に対する国際的期待はますます強まっている。

日本学術会議は.創設以来，科学者や学術研究団体との

連携の下に，その目的・職務の遂行に努力し，我が国の学

術研究体制の整備についての重要な勧告等を行い，研究所

の設立などを含めて数々の業績をあげてきた。また.国際

協力事業への参加を始めと Lて，世界の学界と提携Lつつ

学術の進展に貢献してきた。しかLながら，創設後40年を

迎えた現在，学術を取り巻く状況は，国際的にも園内的に

も符しい変化を生じた。このような状況を踏まえて，第14
期日本学術会議は.本会議の創設以来の基本的精神を引き

続き獲持しながら，なお一層の成果をあげるべく努力する

ものである。

H本学術会議は，我が国の学術に関する重要事項を自主

的に調査審議L，その実現を図る機関としての使命と役書IJ

を篠認した上で，会員の科学的知見を結集し，時代の要請

に即応;Lつつ将来を見通した基本的理念を確立し，我が園

における学術研究のー・層の推進を図るために.本会議の本

来の目的を，次の視点から実現することが必要であると認

識した。

人文・社会及び自然科学を網癒した日本学術会議は.全

学閥的視野に立ち.学術研究団体を基盤とする科学者の代

表機関であることを認識して，全科学者の参加と意見の集

約を真拳に関らなければならない。さらに，本会議が集約

Lた科学者の意見が政策に反映するよう.他の学術関係諸

機関と協議の上，その役割分続を明確に Lつつ.これらと

の連携の強化を図る必要がある。

また.学術研究団体を基盤とする日本学術会議は，関係

ある学術研究団体等から推薦された科学者を中心として構

成される研究連絡委員会の重要性を認識し.その活動を強

化するとともに.学術研究団体の活動を助長し，研究基盤

の強化を図り，高度化する学術の発展に貢献する必要があ

る。

我が国の科学者を内外に代表する機関である日本学術会
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織は，国際社会における我が国の地位の向上と海外諸国の

期待にこたえて，学術の分野における国際協力を飛路的に

拡大する必要がある。

日本学術会議は，真理を探究するという理念に立脚し.

社会に聞かれた学術の在り方と国際性を重視し.その健全

な発展を図るため，学問・思想、の自由の尊重と研究のillJ:if.
への十分な配慮の下に，長期的かっ大所高所の視点に立ち.

創造性豊かな研究を発展させることが必要である。

日本学術会議は，以上の諸点を踏まえ，科学者の総怠を

代表してその精神を高揚し， 21世紀に向けて学術体制及び

研究・開発の望ま Lい在り方を検討して，我が国の学術政

策に指針を与えることにより，国民の期待にこたえるとと

もに，入額の福祉と世界の平和に貢献することを期するも

のである。

1. 霊点目標

第14期活動計画の重点目標は，次のとおりとする。

(1) 人類の福祉・平和及び自然との係わりを重視する学

術の振興

科学・技術の著しい発展は，人間生活を豊かにする

と同時に，現代社会の高度な被雑化とあいまって.人

聞社会に新たな緊張をもたら l，人類の福祉・平和及

び自然環境を働かすのではないかとの疑念を扱いてい

る。人類の福祉・平和及び自然との係わりについて卜

分に配慮しつつ，学術の総合的振興を図ることは， 21 
世紀へ向けての極めて重要な課題である。これは.人

文・社会及び自然科学を網羅した本会議の特長を十分

に発帰してこそ可能となるものである。学術の振興と

発展の人間，社会及び自然への望ましい貢献，好まし

くない影響の妨止について具体的構想を樹立し.あわ

せてこれに対応する社会の体制醗備に明確な指針を拠

示する。

なおまた，今日の社会的現実が提起している複雑な

問題を解決するには，既成の個別的研究綴域のみでは

十分に対応し得ない。直接に関係する研究だけでなく，

広〈諸科学が積極的に関与すべきであることを十分に

考慮し，多くの研究領域が，その独自性を保ちー婦の

深化を図るとともに，共同の努力を行い.研究の内符.

学問体系の変革にまで進むことによって，総合的な研

究の在り方を追求することが必要である。

(2) 基礎研究の推進と諸科学の盤合的発展

学術の発展には，基礎研究の推進が不可欠であるこ

とは言をまたない。我が国の学術の国際的地位の稽立

を目指し，その発展に向けた長期展望・将来計画を策

定するための基盤となる基礎研究の推進に.積極的に

ー取り組む必要がある。

また，学術の領域は広範多岐であり，それぞれの領

減ごとに方法論も異なり，研究者の求めるものに大き

な違いがあることを十分に考慮し，それぞれの研究者

の声を聞き，それぞれに適した育成策を講ずる必要が

ある。それと同時に，学術研究の動向を考慮し，いわ

ゆる学際領織や学問の総合化に留意しつつ，諸科学の

鍍合的発展を図ることが重要である。

以上のため.第13期においては，学術研究鋤向に関

する調査研究を行い， ~l!が国の学術水単の国際比鮫
やその発展を限害する諸国子などを指摘した。今期に

おいては.この調査結果を検討しつつ，これを基礎に

して.創造性の基礎となる個人の着忽を重観l，革新

的研究の強化等を積極的に図るとともに.一方におい

ては.学術研究体制や社会・産業構造等に内在する創

造性を阻む負の要因の解消に向けての建設的提言を行

うなど，学術の向上発達のための兵体的方策を寄議提

言していくことが必要である。

(3) 国際関係の重視と国際的寄与の拡大

学術研究は，本来，真理の探究を目指す知的活動で

あり，その成果は広〈人頒共通の資産として共有され

てきた。そのことから.学術の国際交流は.学術研究

にとって内在的な要請であり，その布り1iに常に関心

を払う必要があることは言うまでもない。

・1iで，我が国の国際的地位の向上に{半い，その学

術研究が国際的貢献を来たすことに対する要請は，一

層強まってきている。特に国際平和の推進や環境問題

の解決等，いわゆる地球的あるいは国際的規様の課題

について.我が国の研究を充実させつつ，全世界の科

学者との協力を拡大することへの要請が噌大Lてきて

いる。

国際的あるいは二国聞の共悶研究，技術協力， I主術
移転等の在り方は，各国の政治.経済.社会に重大な

彩管を及il'-j-。偏ったナショナリズムの立場を排しつ

つ，学術の健全な発展を促進するための国際的コンセ

ンサスの追求に我が国も努力をするとともに，相互協

力と相互依存のドの国際社会に対応していくために聞

かれた設が国自体の苧術研究体制の整備が求められて

いる。

以 1:のような状況から，本会議が築いてきた国際学

術交流・協力の在り1iについての諸原則と実績を踏ま

えつつ.学術の国際交流・協力の飛躍的な拡充強化を

悶り，国際的寄与を絡段に拡大することが極めて重要

である。

2. 具体的課題(要旨)

次の課題を選定した。

(1)科学者の倫理と社会的責任

(2) 学術研究の長期的廃常

(3) 研究者の養成

(4) 研究基盤の強化と研究の治件.化

(5) 学術情報・資料の鍛備

(6) 学術研究の国際交流・協力の飛躍的拡大

(7) 国際対応への積極的取組み

(8) 平和及び国際摩擦

(9) 人間の科学

(1冊医療技術と社会

(u) 生命科学と生命工学

(12) 農業・農村問題

(1却資源・エネルギー問題

(14) 人問活動と地球環境

(1日高度技術化社会

3. 具体的課題への対処及び臨時(特別)委員会設置の基

本方針等(省時)

.今回の総会決定により設置された特別委員会.

平和及び国際摩搬に関する特別委員会

・ 医療技術と社会に関する将司110委員会

・ 生命科学と生命工学特別委民会

・ 農業・農村問題特別委員会

資源・エネルギー問題特別委員会

人間活動と地球環境に関する特別委n会

高度技術化社会特別委員会

J 御意見・お問い合わせ等があ ηまLたら下記まで j

jお寄せください。 1
1 〒106港区六本木 7-22-34 
1 日本学術会織広報委員会電話 03(403) 6291 ! 
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日本藻類学会事務局移転のお知らせ

昭和64・65年度の学会事務局は下記に変わります。

〒184小金井市貫井北町4-1-1
東京学芸大学教育学部生物学科内 (TEL.O位3-25-2111)

なお，投稿原稿の送付は下記宛てに行なって下さい。
〒E個東京都港区港南4-5-7

東京水産大学資源育成学科 (TEL.03-471-1251) 
有賀祐勝気付 日本藻類学会編集委員会

Change of Office and Editor 
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Gerald T.区raft: Seiroゆoraorientalis (Callithamnieae， Ceramiales)， a new red 

algal species from the southern Great Barrier Reef (Gerald T. Kraft:グレー

トバリアリーフ産 Seiro，駒 raorientalis (新種)について)........・ H ・...・H ・....・ H ・.....・ H ・...・H ・..… I-ll 

区azukoOlunori and Masa'戸虫iOlunori: Ammonium assimilation in the blue-

green alga，やirulinaplatensis (大森和子・大森正之:藍獲物irulinaplatensis 11:お
けるアンモニア同化〕・H ・H ・....・H ・...・H ・..…… H ・H ・......・H ・....・ H ・H ・H ・......・H ・.....・H ・..…...・H ・ 12-16

Shigemit阻Haraand Eiji Takahasbi: Seasonal change of planktonic protista 

collected from Shioya Coast， Osaka Bay (原成光・高婿永治:大阪湾塩屋海岸

における原生生物静集の季節的変動〕…...・H ・......・H ・...・ H ・..…...・H ・..…...・ H ・.....・ H ・H ・H ・..…・ 17-23 
Yosh血ikoSakanisbi， Yasutsugu Yokohama and Yusho Arup: Photo晶ynthe-

sis measurement of blade segments of brown algae Ecklonia cava KJELLMAN and 

Eisenia bicyclis SETCHELL (坂西芳彦・横浜康継・有賀祐勝:カジメおよびアラメ

の葉片を用いた光合成の測定〕 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 24ー28
横浜康継・前川行幸:プロダクトメーター(差動式検容計)による大型試料の光合成

及び呼吸の測定 (YasutsuguYokohama副 dMiyukiMa曙awa: Measure-

ment of photosynthesis and respiration of lar宮esamples by ‘Productmeter'， a 
differential gasvolumeter)…...・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・..… H ・H ・...・H ・.....・H ・H ・H ・....・ H ・...・H ・..… 29-36
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nitrate-N by POゆ'hyrayezoensis thalli) ........・ H ・...・H ・....・ H ・...・H ・....・ H ・.....・ H ・...・H ・.....・H ・..… 37-42
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aceae， Chlorophyta)についての観察団踊曲iroKogame阻 dTadao Yosbi-

da: Observations on Bolbocoleon piliβrum PRlNGSHEIM (Chaetophoraceae， 
Chlorophyta) newly found inJapan) ・H ・H ・...・・ H ・H ・......・H ・......・H ・-…...・H ・-…H ・H ・.....・H ・ 52-54
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Cristine A. Orosco・大野正夫:フィリッピン・セプ島における海藻の利用
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CeUaM. Sm.i也 andJ田 nesN. Norris: Structure and occurrence of spermatan-

gia in Caribbean Bostrychia montagnei HARVEY and B. b初derilIARVEY (Rhodo・
me1aceae， Ceramiales) (CeUa M. Sm.ith and JaDles N. Norris: カリプ海産

Bostrychia montagnei HARVEYとB.binderi lIARVEY Cフジ7 ツモ科，イギス目)1乙
おける精子褒の存在と構造〕 ・…....・H ・...・H ・-…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 127-137 
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田道夫:紅務 Polys~神'iJnia sent仰 losalIARVEYとP.pungens HOLLENBERG Cフジマ
ツモ科，イギス目)について〕… H ・H ・...・ H ・...・ H ・...・ H ・......・ H ・.....・ H ・...… H ・H ・.....・ H ・......・ H ・.138-142 

E畳間，yukiIto: Scale-bearing chrysophytes in the south basin of Lake Biwa， J apan 
〔伊藤裕之:琵琶湖南湖の鱗片を有する黄金藻〕…....・ H ・-…....・ H ・....・ H ・-…...・ H ・....・ H ・H ・H ・...143-153 
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Zealand (J. 0町，1StapletoD: ニュージランドのウェリントン港におけるワカ
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WYNNE (Delesseriac儲 e，Rhodophya) from Taiwan) ・・ H ・H ・-…・…...・ H ・.........・ H ・-… H ・H ・...241-245
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(イギス目・紅藻植物)の有性生殖器官〕・…....・H ・....・H ・-…...・H ・....・H ・...・H ・....・H ・-…...・H ・.237-240

Yosh泊五m ゐfatsuda: The Chlamydomonas cell wall and their degrading enz戸nes
E松田青弘:クラミドモナスの細胞墜とその溶解酵素〕…・...・H ・....・H ・...・H ・......・H ・...・H ・...・H ・246-264
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バショウ属 N四りIfflenia(紅藻，フジマツモ科)について)..・H ・...・H ・H ・.....・H ・....・H ・...・H ・..… 271-276

勘fasahikoIdei and HirOIDU Kobayasi: A light and electron microscopic study 

ofthe benthic diatom Diploneis marginestriata HUST. (Baci11ariophyceae)【出井雅

彦・小林弘:底生珪藻 DiploneむmarginestriataHUST，の光顧及び電顕による研
究〕 ・・H ・H ・...・H ・.....・H ・............................................................................................ι27打7-28剖4 
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